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福島第１
原子力発電所

福島第２
原子力発電所

《本震災の特性》

津波による広域・甚大な被害

原子力災害との複合事態

地方自治体の機能喪失

《本震災対処の特性》

○ 初の統合任務部隊を編成 ○ 初の予備自召集

○ 米軍による救援活動

○ 地震と原発対処との２正面対処

自衛隊が『最後の砦』として対処

陸前高田市

名取市

福島第１原発 初のＪＴＦ編成

東日本大震災（全般）
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１．東日本大震災における災害派遣【防衛省資料】



東日本大震災の概要

区 分 東日本大震災の概要 阪神・淡路大震災との比較

災

害

地震規模 マグニチュード９．０ Ｍ7.2（ｴﾈﾙｷﾞｰ：約1000倍）

災害形態 地震災害、津波災害、原子力災害（ﾚﾍﾞﾙ7） 溺死／圧死

被災地域 青森、岩手、宮城、福島、茨城、千葉等

被
害
状
況

災害救助法適用地域 １２９市８５町２３村（約67,698平方キロ） 約６６倍

死者・

行方不明者

数 ２３，５６２名 約３．７倍

地域的
密度 ０．４人／１平方キロ 約１６倍の捜索地域

避難者数 最大：約３８７，０００名 約１．２倍

災
害
派
遣
状
況

派遣期間 ３月１１日～現在（終了時期未定） 派遣日数：１０１日間
作戦基本部隊等 ５コ師団、４コ旅団、３コ施設団等 約３．０倍

派遣規模

人 員 のべ約３２０万名、最大約４．５万名 約２．０倍（のべ）

車 両 のべ約９５万両、最大約１．１万両 約２．７倍（のべ）

航空機 のべ約１，５００機、最大約７０機 約１．０倍（最大）

活
動
状
況

活動地域 岩手、宮城、福島 茨城、千葉

人命救助 １９，２８６名 １５７名

遺体収容 ９，５０５体 １，２２１体

生活支援

給水支援 約２９，３００ｔ 約５，０００ｔ ３２，０９２ｔ

給食支援 約４４１．９万食 約１０．３食 ５７７，２７３食

入浴支援 ９３０，３７９名 ５１５，４５９名

道路啓開 約３２１．４ｋｍ

衛生支援 約１６，８４０名 ２０，９１８名

その他 ミニＳＳ支援：２００ｋｌ

月 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １

全
般
推
移

震
災

原
発

主要な
活動等

人命
救助

行方不明者捜索

放水作業
モニタリング支援 避難誘導支援 一時立入・除染支援

地域
除染

発災

１１ １４
ＪＴＦ編成

１０
態勢移行開始

１
ＪＴＦ解組

３１
終結命令
（大規模震災）

２６
終結命令
（原子力災害）

発災（津波災害）

生活支援等

CH-47

集中捜索（＃１～３）

入浴支援終了（９．６）

各種生活支援

第１原発
水素爆発（３．１２） トモダチ作戦

（仙台空港復旧）（４．７）

除染支援終了（１２．２６）
１０ｋｍ圏内
捜索開始（５．３）

放水活動（３．１７）

被災者のニーズに
適切に対応

被災者に対する
安心感の醸成

陸海空消防車

災害派遣の推移
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5

横須賀地方総監 航空総隊司令官

陸 災 部 隊 海 災 部 隊
ＪＴＦ－東北 司令部

米 軍

航空支援集団

ＪＴＦ－東北

陸自東北方面総監

自衛艦隊
等の部隊

【増援】

東北方面総監

航空教育集団

補給本部等

各方面隊

空 災 部 隊

日米調整所
（仙台）

防衛大臣

日米調整所
（横田）

日米調整所
（市ヶ谷）

統合運用
連絡所

各調整所
・航空
・通信
・輸送
・施設

統合
幕僚監部

・陸軍（USARJ）
・海軍（第7艦隊）
・空軍（13空軍）
・海兵隊（ⅢＭＥＦ）
航空機140機
艦 艇 15隻
（空母、揚陸艦）
約 １．６万人

５個師団
４個旅団
３コ施設団
１コ特科団
１コ高射団 他
約 ７．０万人

航空機 ： 約２００機
艦 艇 ： 約 ５０隻
約 １．４万人

航空機 ： 約２４０機
約 ２．２万人

ＪＳＦ司令官

在日米軍司令官

太平洋艦隊司令官

ＪＦＬＣＣ
前方司令部調整所

各県等
連絡調整所
・岩手
・宮城
・福島
・石巻

東北方面総監部
（＋増加幕僚）

最大規模時

中央即応集団

ＣＲＦ司令官

（原子力災害派遣に係る活動）

災統合任務部隊（ＪＴＦ－東北）の編成

×

8

×

×

1

×

×

15 (-)

×

11 (-)

Ｎ Ａ

災害派遣人員 約2,800名

可動航空機 ３９機

ＣＲＦ

災害派遣人員 約900名

可動航空機 ２４機

人 員 約１０５，８００名
陸災部隊 約７０，０００名
海災部隊 約１４，２００名
空災部隊 約２１，６００名

(-)

×

3

×

(-)

×

7

×

(-)

航空学校

可動航空機 約５１機

× ×

(-)

(-)

×

Ｅ Ａ

災害派遣人員 約3,800名

可動航空機 ３９機

Ｍ Ａ

災害派遣人員 約3,500名

可動航空機 ３４機

Ｗ Ａ

災害派遣人員 約3,100名

可動航空機 ４１機

陸幕等（大直・学校含む）

災害派遣人員 約10,900名

ＮＥＡ（ＪＴＦ）

災害派遣人員 約45,000名

可動航空機 ６７機

Ｃ－１３０ＨＣ－１

物資等輸送

物資等輸送

空災部隊

海災部隊

災害派遣部隊全般態勢
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

3/11 3/21 3/31 4/10 4/20 4/30 5/10 5/20 5/30 6/9 6/19 6/29 7/9 7/19 7/29 8/8 8/18 8/28 9/7 9/17 9/27 10/7 10/17 10/27 11/6 11/16 11/26 12/6 12/16 12/26

合計 陸上自衛隊 海上自衛隊 航空自衛隊

5/10 態勢移行開始

【参考①】

初動対応人員数等

約8,400名、航空機１９０機

【参考②】

１日の最大派遣勢力

人 員： 約10万７千人

航空機： 約540機

艦 艇： 59隻

7/1 統合任務部隊編成解除

8/1 宮城県撤収要請

7/26 岩手県撤収要請

8/31 大規模震災災害派遣終結命令

9/9 福島県生活支援終了

6/18 100日4/29 50日 9/11 発災後 6ヵ月

12/20 福島県撤収要請

12/26 原子力災害派遣終結命令

12/７～19 拠点除染

3/11 発災 12/26 終結

3/14 統合任務部隊編成

3/18 
１０万人態勢確立

約10万６千人
航空機約５００機
艦艇約５０隻

陸上自衛隊
人員約70,000人

航空自衛隊
人員約22,000人
航空機約230機

海上自衛隊
人員約14,000人
艦艇約50機

5/15 態勢移行開始

5/11
態勢移行開始

5/10
態勢移行開始

派遣規模の推移

７２時間後４８時間後２４時間後発災

５，０００

１０，０００

１５，０００

２０，０００

２５，０００

３０，０００

（派遣人数）

： 東日本大震災

： 阪神・淡路大震災

２０，０００

２６，０００

２０，０００

阪神淡路大震災等を踏まえた教訓の反映

○ 初動対処態勢の確立
→ 自主派遣の判断基準の明確化等

○ 迅速な情報収集及び伝達
→ 震度５以上の地震発生時、速やかに情報収集し、内
閣総理大臣に伝達する体制の確立

○ 関係部外機関等との連携の強化
→ 災害派遣要請手続きの簡素化等

○ 迅速かつ効率的な災害派遣行動のための法制等整備
→ 自衛官の権限拡大等

○ 災害派遣に関わる装備品等の充実
→ 人命救助システム、映像伝送システム等の導入

９，３００
９，５００

２，３００

６分後

４時間後 発災後４時間： 兵庫県知事からの災害派遣要請

発災後６分： 岩手県知事からの災害派遣要請

１０Ｄ
１２Ｂ

９Ｄ

６Ｄ

３Ｄ

【参考資料】
東日本大震災と阪神淡路大震災の初動対応における比較
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岩手駐屯地

岩手県庁

遠野運動公園

郡山駐屯地

船岡駐屯地
仙台駐屯地

第４師団（福岡）

第６師団（神町／山形）
第２施設団（船岡／宮城）

第１０師団（守山／愛知）

第１３旅団（海田市／広島）
第５施設団（小郡／福岡）

第１２旅団（相馬原／群馬）

第５旅団（帯広／北海道）

王城寺原演習場
大和総合運動公園

福島駐屯地

第１４旅団
（善通寺／香川）

女川運動公園

福島第１原子力発電所

福島第２原子力発電所

原発対応：中央即応集団（朝霞／東京）等

第２師団（旭川／北海道）

第９師団（青森）

第４施設団（大久保／京都）

活動部隊 任 務

ＪＴＦ－東北
・ ５コ師団
・ ４コ旅団
・ ３コ施設団等

○行方不明者捜索
及び生活支援

○応急復旧活動
(道路啓開等)等

原子力
災害派遣

・中央即応集団

・第１ヘリコプター団

・中央即応連隊

・中央特殊武器防護隊、

・対特殊武器衛生隊

・師団･旅団隷下の

化学科部隊等

○除染活動

※除染所運営（８ヶ所）

○消火活動等

23.4.25 0800現在

宮城県気仙沼市中央公民館
における活動

部隊の活動状況（東北方面隊区）

人命救助等
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宮城県亘理町宮城県石巻市

宮城県名取市岩手県山田町

人命救助～捜索活動

岩手県宮古市津軽石

宮城県東松島市大曲

仙台空港付近

徹底した捜索活動①
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石巻市大川小学校

石巻市富士沼地区

父兄が納得されるまで
土砂を掘り起こし捜索

・ 冠水地域の捜索
・ 水抜き後の捜索

徹底した捜索活動②

宮城県南三陸町志津川 宮城県亘理町

岩手県山田湾
岩手県宮古市田老町

危険と隣り合わせの捜索活動
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車両への積載

埋葬地への搬送

ご遺体の収容

安置後の敬礼

ご遺体の収容・搬送・安置

（人）

岩手 宮城 福島

８８９

ご遺体収容 （実績）

累 計

９，５００体

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

3/11 3/16 3/21 3/26 3/31

累 計

１９，２８６人

３／２０以降 「０」

人命救助 （実績）

人命救助及び遺体収容実績
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初の出頭命令

通訳支援行方不明者の捜索

編成完結

予備自衛官等の活躍

原子力災害対処
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福島第２原発への対応（給水）（３月１３日）

福島第１原発への給水（３月１４日）福島第１原発への対応（活動地域の状況①）（３月１４日）
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福島第１原発への対応（活動地域の状況②）（３月１４日）

福島第１原発への対応（放射線量の測定等）
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福島第１原発への対応（放水）（３月１７日～２１日）

福島第二原発からの負傷者救出 （３／１６）

入院患者の避難支援 （３／２０、南相馬市）避難に伴う除染活動 （３／１９、二本松市）

福島第一原発３号機への放水準備 （３／１８）

負傷者救出、民間人避難支援等
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原発の瓦礫除去訓練

避難に関する説明土砂の除去

材木の撤去

負傷者救出、民間人避難支援等

福島県立医大除染所の状況（３月１６日）
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芝の除去

砂利の除去 土壌の除去

石畳のコケの除去

その後の地元部隊による除染活動の状況（１２月）

生活支援
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岩手県釜石市 （嬉石市民センター）

岩手県大槌町 （大ヶ口）

岩手県陸前高田市 （田畑公民館）

岩手県陸前高田市 （小泉公民館）

被災者のニーズへの対応（聞き取り調査）

高齢者等の自宅まで運搬 防虫ネットによる衛生管理

給 水 給 食

被災者のニーズへの対応（給水・給食）
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自衛隊入浴施設

いわき市 （中央台公民館）

浴 槽

各種工夫

要介護者への付き添い

介護用椅子の設置 湯上りのドリンクサービス

ベビーベッドの設置 社交の場を提供

化粧用の鏡を設置子供・高齢者用の踏台

介護者のための踏台

被災者のニーズへの対応（入浴施設の整備）

（ 人 ）

（ ｔ ）

（ 食 ）

１３，７９１

給水支援

１，０１９

給食支援

９５，８６６

６／２９以降 「０」

７／２８以降 「０」

3/11  21  31   4/10   20  30   5/10   20   30   6/9   19   29   7/9 19  29  31 3/11  21  31   4/10   20  30   5/10   20   30   6/9   19   29   7/9 19  29  31

7/93 / 1 1 2 1 3 1 4 / 1 0 2 0 3 0 5 / 1 0 2 0 3 0 6 / 9 1 9 2 9

岩手 宮城 福島

９月９日現在

開設箇所 最 大 累 計

給水 6/28 終了 ２１１ヶ所 ３０，１９５ｔ

給食 7/27 終了 ８３ヶ所 ４，４８３，２４５食

入浴 9/9 終了 ４８ヶ所 １，０４４，２７５人

入浴支援

９／１０以降 「０」

生活支援（実績）
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陸上自衛隊 第９音楽隊 （岩手県大槌町）海上自衛隊 大湊音楽隊 （石巻市）

航空自衛隊 中央音楽隊 （福島県伊達市）第２９６在日米陸軍軍楽隊 （東松島市）

被災者に対する安心感の醸成（音楽による慰問）

区 分 家族が被災した隊員
被災家族

死亡者 負傷者 安否不明者

陸自合計 ２５１ ２１３ ４５ ６８

海自合計 ５３ ４９ ５ ３２

空自合計 ７０ ８２ １ ２１

総計 ３７４ ３４４ ５１ １２１

被災した家屋の片付け 捜索活動

派遣隊員の
児童一時預かり

隊員家族
の被災状況

隊友会の
支援活動

一時預かりの様子受付 （仙台駐屯地）

被災者に対する安心感の醸成（家族支援等）
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倉庫荷分け（宮城県倉庫）

物資配布会（石巻市） カタログ作成

隊員による仕分け

仕分け後仕分け前

その他の生活支援（救援物資の荷分け・配分）

ニーズの把握

集積・配分

陸上自衛隊

車 両配布

艦 船

海上自衛隊

航空機

航空自衛隊

【業務手順】 【輸送手段】

【自衛隊の担任比率】

岩
手
県

宮
城
県

福
島
県
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その他の生活支援（物資等輸送支援）
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岩手県宮古市

宮城県女川町

除去後除去前

施設支援（行方不明者捜索に伴う瓦礫除去）

米国等による復旧活動支援（トモダチ作戦）

70



捜索・救難

三沢

座間厚木

横田

福島第１原発

原子力災害対応

インフラ復興支援

輸送支援

輸送支援

仙台港

釜石港

空母Ｒ・レーガン等10隻

仙台空港

揚陸艦エセックス等４隻

【最大時】
○航空機：約１４０機
○艦 艇：約１５隻
○人 員：約１６，０００名

海軍、海兵隊、陸軍、空軍、
ＣＢＩＲＦ（海兵隊）等

米軍の支援兵力

・機材の提供

・技術支援

市ヶ谷

山形空港

仙台

米国等による救難活動（トモダチ作戦）の概要

×

2 (-)

×

15 (-)

沖縄・第１５旅団

北海道・第２師団、第５旅団

３月１７日～１９日

米軍及び豪州軍のＣ－１７
が沖縄の部隊の輸送を支
援

【自衛隊第１５旅団】

・人員１１５名

・車両６８両

３月１６日～１９日

米揚陸艦が北海道の
部隊の輸送を支援

【自衛隊第２師団】

・人員２３８名

・車両９４両

米軍・豪州軍が北海道および沖縄の
自衛隊部隊の移動を全面支援

Ｃ－１７輸送機 揚陸艦トーテュガ

米軍・豪軍による輸送支援の概要
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ヘリによる捜索・救助の状況

艦艇による洋上捜索の状況

被災者の捜索・救助活動

仙台空港を離陸する米軍輸送機

米軍機から支援物資の荷降ろしの状況

支援物資を自衛隊車両へ積載する状況

陸自車両を米艦艇へ搭載する状況

米軍による物資等輸送支援
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救援物資や原子力対策のためのポンプ等を輸送する豪軍輸送機

豪軍による物資等輸送支援

バージ船を曳航する海自艦艇「あまくさ」
米側より提供されたバージ

（淡水搭載）

米側より提供されたポンプ

福島原子力発電所事故への災害対処
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空港地域内における瓦礫除去の状況 石巻工業高校でのヘドロ除去作業の状況

ＪＲ仙石線野蒜駅の状況
（23.4.20）

ＪＲ仙石線野蒜駅の状況
（23.4.23）

被災地のインフラ復興支援

シャワー支援（３．２６～４．２９） ６ヶ所累計約２万人利用

米軍による生活支援等活動
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音楽演奏による慰問（３．３０～４．２４） （延べ２２回）

米軍による生活支援等活動

文化交流 『ＳＡＫＵＲＡ ＣＬＡＳＳ』生徒計約９５０名

米軍による生活支援等活動
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日米高官間による交流

東日本大震災の災害派遣終了に際して
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岩手県 「自衛隊感謝式」 （７月２６日）

トピック（その１）

岩手県知事第９師団長岩手県庁

『ありがとう自衛隊饅頭』

（東北自動車道ＰＡ）

『キャンペーンステッカー』

（ＪＴＦ－東北）

・部隊の地元方言を使用

・活動地域名（県、市町）

トピック（その２）

宮城県庁宮城県知事第６師団長

宮城県 「自衛隊撤収式」 （８月１日）

撤収要請に係る県庁等での一幕

宮城県山元町

岩手県陸前高田市 福島県新地町

宮城県大和町

活動終了に伴う見送り
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避難所に掲示
（宮城県塩竃市体育館）

防衛省に届いたＦＡＸ・手紙、旗

隊員が大川小学校（石巻市）
の児童から手渡された手紙

隊員へのメッセージ

東日本大震災における災害派遣
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